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＊『わかる授業』を行うこと  
 

＊『基礎的・基本的事項の確実な定着』を図ること  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

いわてスタンダード・Ｇアップシートの提案 
いわてスタンダードとＧアップシートを 

 「授業改善」や「確実な定着」の一つの手立てにしませんか。

 

 

 

 

 

 

 

 

｢わかる授業｣を行い，「基礎的・基本的事項の確実な定着」を図る

ためには，課題に対応した授業改善を行う必要がある。中でも  

 ・ 単元や授業のねらいを明確にした授業づくりと授業実践 

 ・ 定着のための時間確保と定着状況の把握 

 ・ 授業と家庭学習の連動 

 ・ 学年，学校全体での学力向上対策 

等に取り組み，基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・表現

力の育成を目指さなければ・・・ 

 

 

「その単元や授業のねらいを

明確にした授業づくりをした

い」⇒活用法１へ 

「授業と家庭学習を連動

させたい」⇒活用法２へ 

「学習相談を通して担

任として学習支援をし

たい」⇒活用法４へ 

 

「学校全体で学力向

上を目指したい」 

⇒活用法３へ 

 

 
 



単元や授業のねらいを明確にした授業づくりをする  
 

 
「いわてスタンダード」・「Ｇアップシート」を基に，ねらいを明確にした指導

計画を作成することができます。 
  ① 「いわてスタンダード」の「岩手の中学生に身に付けさせたい力」を参考に， 

評価規準を作成することができます。 
  ② 「Ｇアップシート」を参考に，その時間に解けるようにさせたい評価問題を設定 

することができます。 
 
     

 

ねらいを明確にした指導計画を生かし，自己評価カードを作成することができ

ます。 

 自己評価カード作成のねらい 

 教師は，ねらいを明確にした授業づくりの確認ができます。      

 生徒は，その単元での学習内容に見通しをもつことや，振り返りができます。 
 

自己評価カード作成例 
（いわてスタンダード 一部抜粋） 

①学習指導 

要領の内容 

②評価規準の設定例 

（国立教育政策研究所） 
③岩手の中学生に身に付けさせたい力 ⑥問題番

号 

(3)イ 因数

分解したり

平方の形に

変形したり

して二次方

程式を解く

こと。 

【数学的な技能】 

・因数分解したり平方の

形に変形したりして二次

方程式を解くことができ

る。 

○ 平方根の考え方を用いて二次方程式を解く 
 ことができる。 
 
○ 平方の形をつくり，平方根の考え方を用いて 

二次方程式を解くことができる。 

 

２３ ４

  

 

３５４１ 

 

 
 

数学科 ３学年 ３章「２次方程式」単元計画(一部抜粋) 

学習日 

教科書 

 

学 習 内 容 
評価問題 

※小テストで類題を出題する。 

自己評価(□に A,Ｂ,C,Ｄ) 

今日学習してわかったこ

とや大切だと思うこと 

／ 

P66,67 

平
方
根
の
考
え
方
を
使
っ
た
解
き
方 

ａｘ２＋ｃ＝０， 

(ｘ＋△)２＝○   

の２次方程式を平方根の

考え方を使って解こう。 

 

Ｇ.№2  

次の方程式を解きなさい。 

３(5) 36ｘ２－７＝０ 

４(1) (ｘ－５)２＝１ 

(3) (ｘ＋２)２－18＝27 

 

／ 
P68,69 

ｘ２＋ｐｘ＋ｑ＝０の２次方程

式を(ｘ＋△)
２
＝○の形

に変形して，平方根の考

え方を使って解こう。 

Ｇ.№3 

次の にあてはまる数を求めなさい。 

４(2) ｘ２－６ｘ＋  ＝(ｘ－  )２ 

次の方程式を解きなさい。 

５(1) ｘ２＋４ｘ－６＝０ 

 

        
 

 

 

「岩手の中学生に身に付けさせたい力」を 

生徒が分かる表現に直して提示する。 

１単位時間の評価問題を提示する。 

小テストで出題して定着度を確認する。 

｛ 

 

せっかく作った計画を 

生かすには… 



活活用用法法２２  

授授業業とと家家庭庭学学習習をを連連動動ささせせるる  

授授業業とと予予習習・・復復習習をを連連動動ささせせるる「「GG アアッッププシシーートト」」活活用用例例  

予 
習 

「Ｇアップシート」に取り組む。（問題 １ ） 

授 

業 

の 

流 

れ 

 

 

 

 

 

１ 開始前 
         予習・復習課題とした「Ｇアップシート」の取組や  

     定着状況を確認する。 
２ 小テスト 

        「Ｇアップシート」の評価問題の中から出題し， 
定着状況を確認する。 

３ 導入 
         「Ｇアップシート」で予習した内容を確認する。 
４ 展開 

       進度の速い生徒は「Ｇアップシート」の問題を解 
かせる。 

５ 終末 
 「Ｇアップシート」を復習課題・予習課題にする。 

 
復 
習 

「Ｇアップシート」に取り組む。（問題 ２ 以降） 

      

ＧＧアアッッププシシーートトのの使使いい方方のの例例            

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

留意点 
 

①予習は無理なく，既

習事項や教科書など

で調べることができ

る内容にし，授業での

課題設定や課題解決

の手立てにする。  

  

②予習・復習課題の取

組状況は必ず確認す

る。そのとき，復習課

題の定着状況も確認

する。 

予習 

課題 
 

教科書を 

使って調 

べてもよ 

い。 

 

復習課題 

小テスト 

の問題 
 

授業での問題

が終わった生 

徒に取り組ま 

せる。 

復習課題 
 

生徒の理解度

や教師の授業

のねらいに合

わせて取り組

ませる。 

 

 



 

 全校体制での「G アップシート」の取組例 

・各教科の課題や週末課題  ・長期休業中の課題 

・朝学習や放課後学習        ・各テスト前の補充学習  
 
 

  

  

 

 

 

 

 

 
 

Ａさんと担任の先生が教育相談をしていました。 

 

 

 

 

 
 

 

担任の先生は，数学科の先生に相談し，Ｇアップシートを使って，家庭学習をする 

ことを，Ａさんに勧めました。 

  

 

       

 

                  

 
 
 

 

 

 

 

  

岩手県立総合教育センターWeb の         をクリックすると，学習サイトのログイン画

面(http://www1.iwate-school.jp/common/）になります。学校に配付されているＩＤとパスワード

を入力し，ログインしてください。このＩＤとパスワードは，生徒に知らせ，生徒が各家庭からロ

グインすることも可能です。 

 

宿題早見表 (１学年１学級の小規模校の例) 
 

宿題早見表 １年 ２年 ３年 

国語 Ｇ･№12 Ｇ･№11  

数学  Ｇ･№11  Ｇ･№８ 

社会   Ｗ･p.11 

理科  Ｗ･p.15  

英語 Ｇ･№11  Ｇ･№6 

Ｇ…Ｇアップシート Ｗ…ワーク など 

 

 

「先生，わたしは数学が苦手で困っ

ています。どうすればよいですか？」 

 

「毎日Ｇアップシートの 

１，２の問題をやってみよう。」 

 

○数学が苦手な生徒への対応 

Ｇアップシートは，問題配列が基礎的・基本的な内容から発展的な内容の順になってい

ます。基礎的・基本的な力をつけることを目標に，それぞれのシートの１，２番を中心

に学習する方法もあります。 

 

全校体制で各教科の課題や週末課題と 

して取り組むとき，教師間で連携して生 

徒を指導しなければなりません。そこで， 

ホワイトボードを利用して「宿題早見表」 

をつくれば，ひと目でどんな課題が出て 

いるか確認できるようになり，教科担任 

と学級担任，学年担当などが，共通理解 

の基，連携して生徒への指導ができるよ 

うになります。 

http://www1.iwate-school.jp/common/

